
機械産業の国際競争力強化に資する
標準化の推進について

2025年度 テーマ別評価（機械）
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JKAの補助事業：対象事業の概要
【対象事業概要】

「2025年度 補助方針」より

【補助率】 3/4

【補助上限】 5,000万

【補助対象】
• 財団法人・社団法人
• 技術研究組合
• 特定非営利活動法人（NPO法人）
• 特別の法律に基づいて設立された法人
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JKAの補助事業：対象事業の過去の補助実績 抜粋①

【補助事業名】プラスチック・ゴム加工機械の国際競争力に資する標準化推進補助事業
【補助事業者名】 (一社) 日本産業機械工業会
【交付決定金額】 11,959（千円）
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JKAの補助事業：補助事業の申請の推移(国際競争力強化に資する標準化の推進)

（単位：百万円）

■申請件数は15件/年前後で一定の水準で推移してきている。
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JKAの補助事業：補助事業採択の実績(採択分野)

■国際標準化の採択事業は下表のとおり幅広い分野を支援しているが、国際標準化の人材育成に繋がったと考えられる事業は、５事業となる。

TC番号
ISO TCにおける日本産業分類（中分類順リスト）

コード名
団体名 2020 2021 2022 2023 2024

JTC 1 情報サービス業 (一社)ビジネス機械・情報システム産業協会 1 1 1

TC 20 航空機及び宇宙機 (一社) 日本航空宇宙工業会 1 1 1 1 1

TC 131 油圧・空気圧システム (一社) 日本フルードパワー工業会 1 1 1 1 1

TC 90 超電導 (一社)日本電線工業会 1 1 1 1

TC 306 鋳造機械 (一社) 日本鋳造協会 1 1 1 1 1

TC 199 分類不能の産業 (一社) 日本機械工業連合会 1 1 1 1

TC 206 ファインセラミックス (一社)日本ファインセラミックス協会 1 1

TC 270 プラスチック加工機械及びゴム加工機械 (一社) 日本産業機械工業会 1 1 1

TC 60 歯車 (一社) 日本歯車工業会 1 1

TC 215 保健医療情報 (一財) 医療情報システム開発センター 1

TC 150 外科用インプラント (一社) 日本ファインセラミックス協会 1

•参考：ISO TCにおける日本標準産業分類（中分類）順リスト

•参考：IEC TCにおける日本標準産業分類（中分類）順リスト
※黄色：国際標準化の人材育成につながったと考えられる事業

https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6508.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6508.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6508.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6508.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6511.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6511.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6511.pdf
https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_6511.pdf
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JKAの補助事業：対象事業の過去の補助実績 抜粋②人材育成を目的とした事業

【補助事業名】国際標準化推進のための国際会議への専門家派遣補助事業
【補助事業者名】 (一財) 日本規格協会
【交付決定金額】 10,650（千円）

【事業者による公募画面】

出典:令和７年度 ISO/IEC国際会議への専門家派遣に係わる補助事業公募のお知らせ

https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0500/index/dev/std_kaigishien/
https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0500/index/dev/std_kaigishien/
https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0500/index/dev/std_kaigishien/
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動向調査：経済産業省の国際標準化への姿勢と認識

出典：経済産業省『国際標準に係るレビュー』
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20241205/siryo1.pdf

■経済産業省は「標準化は、国際競争力の強化していく上で大きな役割を担っている」と認識している。
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動向調査：経済産業省の国際標準化への姿勢と認識

出典：経済産業省『国際標準に係るレビュー』
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20241205/siryo1.pdf

■グローバル市場での国際標準化競争が活発化したため、経済産業省は日本型標準加速化モデル（※）を策定した。
※従来の品質確保を中心とした基盤的活動のみでなく、市場創出のために企業の経営戦略と一体的に展開する標準化活動。

■課題の一つとして、「人材を将来に向けて確保することが困難」であることが挙げられた。

経済産業省は、上記課題に対応するための主な施策例として「標準化人材の育成・確保」を提示している。
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動向調査：経済産業省の標準化人材育成の取組み

出典：経済産業省『国際標準に係るレビュー』
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20241205/siryo1.pdf

■経済産業省では、国際標準化交渉において日本提案をリードできる若手人材の育成のために、ISO/IEC国際標準化人材育成講座を開始し、
2012年から約600名の修了生を輩出している。

出典：経済産業省『ヤンプロ：ISO/IEC国際標準化人材育成講座』
https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/katsuyo/young-professional/index.html
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動向調査：経済産業省の取組み（国際標準化への補助制度）

【経済産業省の補助概要：国際ルール形成・市場創造型標準化推進事業費補助金】

■国際競争力強化に資する標準化の推進と同様の補助を行っている団体として見つけられたのは経済産業省のみであった。

事業内容

・本事業は、民間事業者等（民間事業者が民間業界団体等の場合は、当該業界団体等
に関連する企業を含む。）（以下、「補助企業者」という。）が、次に掲げる事業 （以下、
「補助事業」という。）要する経費の一部を補助することにより、補助事業者における標準化
戦略活動やそれらを通じた市場創出等の促進を目的とします。

補助対象事業

・補助事業者が、自身が関係する製品やサービス等に関して具体的なISO又はIEC等のデ
ジュール規格開発に着手できる前の段階にあって、その規格開発への着手に向けて、関係
する国内外の市場調査等の標準化活動に必要な事業

・補助事業者が、社会課題の解決と事業の持続可能性を両立させる国際的なルールの形成
に向けて実施されるフォーラム標準（ISO又はIEC等の公的な標準化プロセスを経ず、特定
の利害関係者から構成された組織において、それらの利害関係者のコンセンサスに基づき制
定される基準をいう。）の構築活動に必要な事業

公募期間 令和7年4月17日（木）10:00 ～ 令和7年5月15日（木）

補助率 補助対象経費の2/3以内

補助金額の上限額 3,000万円（税抜）※ 最終的には事務局との調整により決定

補助対象経費

・人件費、旅費（職員旅費・委員等旅費）、会場費、謝金、備品費、借料及び賃料、消
耗品費、印刷製本費、補助員人件費、その他諸経費等

・委託・外注費
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国際標準化に関する動向： 日本の標準化を支える仕組みの全体像
日本の国際標準化能力は、複数の事業が相互に連携しており、各事業は異なる役割を担いながら、人材の成長段階や活動の性質に応じ
た支援している。

出典: 経済産業省「標準化政策」、公益財団法人JKA「機械工業振興補助事業概要」、日本規格協会「標準化教育プログラム」

、ISO「Young Professionals Programme」に基づく分析

基礎知識の習得

日本規格協会が主催するセミナー
国際標準化セミナー
標準化の基礎知識及びDirectives（専
門業務用指針）の詳細内容を中心とした
研修

経済産業省が主催する講座
ヤングプロフェッショナル・リーダーズ (JSA受
託)実践的なノウハウに主眼を置いた研修

JKAの補助金の目的
機械産業の国際競争力強化に資する標
準化事業はもとより、同事業に関連する人
材の育成・交流等に対しても支援を行う。

採択事業者（日本規格協会）の事業
ISO又はIECの国際会議に出席する専門
家の派遣旅費（ディスカウントエコノミー航
空運賃）の全額補助を

現場での実践
標準化戦略活動や

それらを通じた市場創出

経済産業省の補助金
標準化戦略活動やそれらを通じた市場創
出等の促進を目指す

人材育成に対する支援

国際会議に向けた支援

https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/
https://www.keirin-autorace.or.jp/OUTLINE/overview.html
https://www.jsa.or.jp/stdz/
https://www.iso.org/young-professionals.html
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まとめ

JKAが国際標準化への補助事業を継続していく必要性は高いと想定される。

◼ 産業界における国際標準化は、国際競争力の確保のために我が国においても今後さらに必要性が増し
ていくことが予想される。それに際し、国際会議への参加旅費や国際フォーラムの開催費など補助事業
へのニーズは高まっていくと考えられる。

◼ 現状、国際標準化への補助を行っている団体は「JKA」と「経済産業省」のみとなっている。

補助分野及び人材育成に関するJKA補助事業制度の周知活動を実施する。

◼ JKAの国際標準化の補助事業については、特定の分野からの要望申請となっている。
◼ 人材育成（国際会議への派遣旅費、国際会議の開催）については、実際に人材育成につながった事

例が少ないが、国際競争力の確保のために今後必要性が増すことが予想される。
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